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　　�空き家推定モデル実証実験事業は、結果を次につな

げ移住・定住施策に持っていけるのか。
　　�特定空き家になる前の段階で、空き家バンク制度に登

録できれば、移住・定住施策につながっていく。
　　景観行政団体になってからの違反件数とその内容は。
　　�初年度の令和５年度では、届出件数１４１件のうち３件

に違反。違反の内容はすべて色。今年度からは景観パ
トロールを強化している。

　　�水道料金改定の見通しと、これから先の更新等費用は
どう考えているか。

　　�更新し続ける必要があるとの試算から今後も定期的
に見直しする。効率よく更新するために、国が推奨する
官民連携手法の「ウォーターＰＰＰ」導入を考えている。

A

A

A

　　　　　　
　　�子ども用ミルクなどの備蓄は、課同士が連絡を取り計画的にしているか。また、学校には防災備品

はあるのか。
　　�子ども用は連携なしに福祉の観点だけで、子どもの数を計算し購入している。学校備蓄の防災食は

中学に少しあるが、毛布やベッド等の防災備品はない。協定事業者も活用しながら備蓄を考えていく。

A

令和５年度
一般会計決算の状況

歳入　70億7,159万円
歳出　69億1,596万円

議会の視点で課題を検証
財政調整基金等は最高額を達成するも財政は硬直化

実質単年度収支	 １億549万円の黒字
経常収支比率	 80.1％
実質公債費比率（3カ年平均）	15.6％

まちづくり

防災

決算委員長報告
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　　�村のごみ量の数値を見える化して、各市村のごみ

量を比較しながら実態をもっと村民に知らせ、目
標を設定し減量を進めてほしいが。

　　�生活ごみは減っているが、事業系ごみが増えてい
る状況。比較できる数値化とともに、公式ＬＩＮＥ
や街頭啓発等により周知していく。

A

　　　　　　
　　�中山間直接支払制度は期末で25年。対象地区が該当は分かるが、一方で緩傾斜地の北城中部は荒

れ放題になっている。100分の1勾配で該当するなら対象となるのでは。
　　�緩傾斜地も交付対象になるのか関係要綱を確認し、次期の計画に役立てたい。A

決算特別委員会

暮らし

　　　　　　
　　�学校給食の物価高対策は。
　　�白馬村は公会計としているため、結果的に村が不足分１千万円を補填

した。
　　�オリンピックレガシー施設の収入増のため、早く検討委員会を立ち上げ、

庁内だけではなくプロポーザルを活用して、発想を変えて利用度を上
げてほしいが。

　　�収入増のためには、スポーツ以外の発想で考えていく必要があり、村
主導だけでなく事業者とタイアップして活用方法を考える。

A

A

教育・文化

農政

　　　　　　
　　�観光課の予算は委託が非常に多い。外部委託に出した業務が、観光

課が要求しているものに仕上がっているかの成果が見えない。ガバ
ナンスを効かせ、成果が見えるようにするべきだが。

　　�成果を計る制度設計を今後検討していく。少し時間をいただきたい。
　　�ＤＭＯ見直しや、制度設計に残された時間は、宿泊税の導入までがタ

イムリミットと考える。

A
意見

観光

分別が課題。燃えるゴミに分別されないまま出され
た結果、最終処分場に埋め立てられる焼却灰の中の
金属ごみ。
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広域の「虹の家」運営難
村の管理運営費が負担増に

議
案
第
39
号

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
規
約
の

変
更

　
　

�
こ
れ
か
ら
配
慮
が
必
要
と
な
る
17
名
は
白

馬
の
方
な
の
か
。

　
　

�「
虹
の
家
」に
は
白
馬
の
方
は
３
名
。
要
介

護
度
が
３
以
上
で
あ
る
た
め
17
名
に
は
入

ら
な
い
。ケ
ア
マ
ネ
な
ど
と
連
携
し
入
所

先
を
考
え
て
い
く
。ま
た
、年
間
15
名
程
度

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
利
用
の
方
も
特

養
で
の
対
応
が
可
能
か
も
含
め
、他
施
設

で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

�

令
和
６
年
度
は
負
担
額
の
試
算
が
出
て
い

る
が
、今
後
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

と
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

�

今
回
の
補
正
は
令
和
６
年
度
半
期
分
。

先
々
の
数
字
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

議
案
第
43
号

令
和
６
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）所
管
事
項

QAQA
　

介
護
老
人
保
健
施
設「
虹
の
家
」の
運
営

に
つ
い
て
、市
町
村
負
担
が
必
要
に
な
り
、

広
域
連
合
規
約
の
別
表
に
管
理
運
営
費
の

項
目
を
追
加
し
、市
町
村
の
負
担
割
合
を

人
口
割
１
０
０
％
と
規
定
す
る
も
の
。

議案の概要
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
６
５
万

６
千
円
を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
予

算
総
額
を
70
億
７
６
９
５
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

議案の概要 主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

か ら審 義 総務社会委員会

40年間改定が無かった
水道料金改定へ

【
総
務
課
関
係
】

　

指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴
う
施
設
改
修
工
事

請
負
費
１
１
８
万
８
千
円
の
増
額
。
企
画
一
般

事
業
９
９
１
万
円
の
増
額
は
、白
馬
村
地
域
経

済
循
環
創
造
事
業
補
助
金
が
主
な
も
の
。

　
　

�

白
馬
村
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
の
ジ
ェ

ラ
ー
ド
店
へ
の
活
用
は
、個
人
事
業
で
あ

る
が
公
費
を
負
担
す
る
の
か
。ま
た
、採
択

事
業
だ
と
思
う
が
、す
で
に
採
択
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　

�

こ
の
事
業
の
採
択
の
前
提
と
し
て
、地
域

の
資
源
の
有
効
活
用
と
し
て
の
地
域
モ
デ

ル
性
、あ
る
い
は
全
国
の
モ
デ
ル
性
に
な

る
事
業
し
か
採
択
さ
れ
な
い
と
い
う
中
で
、

現
在
申
請
し
て
い
る
段
階
で
採
択
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
結
果
は
９
月
末
ま
で
に

再
質
問
が
届
き
、審
査
後
に
最
終
結
果
が

明
ら
か
に
な
る
。

　
　

�

ノ
ル
ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
は
、現
在
土
日
は

閉
め
て
い
る
状
態
。も
っ
た
い
な
い
と
考

え
る
が
。

　
　

�

指
定
管
理
の
採
択
に
あ
た
り
観
光
局
の
提

案
に
そ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ
た
。
土
日

の
開
館
に
向
け
て
人
員
を
確
保
し
安
定
的

に
開
館
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

【
子
育
て
支
援
課
関
係
】

　

子
育
て
支
援
施
設
建
設
事
業
の
測
量
調
査
委

託
２
２
０
万
円
の
増
額
。

　
　

�

今
回
の
委
託
料
は
基
本
設
計
で
、こ
れ
以

外
に
実
施
設
計
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で

よ
い
の
か
。

　
　

�

今
回
の
費
用
は
調
査
関
係
の
設
計
で
、来

年
度
基
本
設
計
で
考
え
て
い
る
。

QAQAQA

議案40号　
長野県後期高齢者医療
広域連合規約の変更

反対討論　　
加藤　亮輔

紙の保険証を令和6年12月2日から新
規発行しないとする議案。現在使用の
保険証の方が安心で使い勝手も良い。
マイナ保険証の利用率は、11.1%と、
10人に１人しか使っていない。紙の
保健証は残すべき。

議案42号　
白馬村国民健康保険条例
の一部を改正する条例

反対討論　　
加藤　亮輔

全国18の地方紙の合同アンケートでは、現
行の保険証を廃止してマイナ保険証だけ
18.3％。マイナ保険証の導入に反対42％。
2つの保険証の選択制39.8％。今の保険証
の継続希望81.8％なので、改正に反対。

意見���

土
地
利
用
も
含
め
て
、今
後
の
基
本
設
計

と
か
実
施
設
計
を
ば
ら
ば
ら
に
発
注
し
て

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
性
が
取
れ
な
い
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

意見���

実
績
の
豊
富
な
県
内
の
設
計
事
務
所
を
選

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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議
案
第
41
号

白
馬
村
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

�
今
後
も
料
金
を
上
げ
る
可
能
性
は
。財
政

の
健
全
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

�

今
後
20
年
は
上
げ
る
試
算
と
な
る
。ま
た

有
収
率
の
改
善
や
水
道
水
の
商
品
開
発
、

事
業
費
の
削
減
な
ど
健
全
化
を
図
り
、5

年
ご
と
に
見
直
し
て
い
く
が
、上
げ
幅
を

抑
え
て
い
く
努
力
は
す
る
。

　
　

�

加
入
口
数
の
増
加
分
を
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
の
か
。収
益
は
ど
の
く
ら
い
上
が

る
の
か
。

　
　

�

口
数
は
増
え
て
い
る
が
、
水
量
的
に

は
、
減
っ
て
い
く
見
通
し
で
試
算
し
て

い
る
。
ま
た
年
間
７
０
０
０
万
円
か
ら

９
０
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
43
号

令
和
６
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）所
管
事
項

概
要
は
右
ペ
ー
ジ
議
案
43
号
と
同
じ

【
農
政
課
関
係
】

　

八
方
地
区
ス
キ
ー
場
へ
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木

伐
倒
負
担
金
等
に
３
９
８
万
円
。

　
　

�

負
担
金
の
支
出
方
法
に
つ
い
て
基
準
を
示

QAQAQ
　

持
続
可
能
な
事
業
経
営
を
行
う
べ
く

適
正
な
料
金
水
準
に
よ
る
給
水
収
益
の

確
保
を
目
的
と
し
て
、水
道
料
金
等
を

改
正
す
る
も
の
。

議案の概要

か ら審 義 産業経済委員会

40年間改定が無かった
水道料金改定へ

↓
審
査
結
果
の
一
覧
は
、６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
な
い
と
不
公
平
で
は
な
い
か
。ス
キ
ー

場
は
違
っ
た
考
え
方
に
な
る
の
か
。

　
　

�

ス
キ
ー
場
は
多
く
の
方
が
利
用
す
る
施
設
。

リ
ス
ク
管
理
を
考
え
、ス
キ
ー
場
が
や
る

こ
と
に
対
し
て
は
負
担
を
す
る
。
原
則
所

有
者
責
任
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、危
険
が
伴
う
リ
ス
ク
の
管
理
は
村

が
優
先
し
て
行
う
。

意見����

ナ
ラ
枯
れ
は
村
民
の
間
で
も
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。し
か
し
、基
本
的
に
山
は
全
て
村

の
も
の
で
は
な
く
、個
人
所
有
も
あ
る
。山

を
所
有
し
て
い
る
方
に
も
管
理
に
協
力
し

て
も
ら
う
た
め
に
、早
め
の
注
意
喚
起
を

お
願
い
し
た
い
。

【
観
光
課
関
係
】

　

二
次
申
請
で
採
択
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
財

源
組
替
の
、デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
事
業
の
８
０
０
万
円
減
額
に
よ
る
も
の
が

主
な
も
の
。

　
　

�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
に

つ
い
て
、５
年
計
画
で
通
ら
な
か
っ
た
事

業
は
も
と
も
と
ど
う
い
っ
た
事
業
な
の
か
。

　
　

�

チ
ャ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
に
乗
る
こ
と
が
で
き

る「
白
馬
カ
ー
ド
」、そ
の
場
で
ふ
る
さ
と

納
税
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
事
業
。

５
年
計
画
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

縮
小
さ
せ
３
年
計
画
に
な
っ
た
。

【
建
設
課
関
係
】

　

昨
年
10
月
10
日
に
起
き
た
ロ
ー
タ
リ
ー
付

き
除
雪
機
械
の
点
検
搬
送
時
に
、先
端
ロ
ー
タ

リ
ー
部
落
下
事
故
破
損
に
よ
る
新
車
購
入
費

３
６
１
９
万
円
の
増
額
が
主
な
も
の
。

AQA

　
　

�

破
損
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
査
定
額
は

３
４
８
万
円
だ
が
、相
手
方
と
の
話
し
合

い
は
こ
れ
か
ら
す
る
か
。

　
　

�

損
害
額
を
算
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、損
害

賠
償
で
請
求
す
る
方
法
は
あ
る
が
、相
手

方
は
過
失
を
認
め
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

協
議
を
し
て
行
く
中
で
、有
利
に
買
い
替

え
る
と
い
っ
た
方
向
で
歩
み
寄
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

�

す
ぐ
に
発
注
を
か
け
た
と
し
て
も
冬
ま
で

に
間
に
合
う
の
か
。

　
　

�

今
シ
ー
ズ
ン
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
機
械

の
更
新
時
期
で
あ
っ
た
た
め
新
車
購
入
の

方
針
に
し
た
。

QAQA詳
細
は
H
P
に
掲
載
の
各
委
員
長
報
告

を
お
読
み
下
さ
い
。

※�

各
委
員
長
報
告
は
、正
式
に
公
開
さ

れ
る「
会
議
録
」と
違
い
、審
議
内
容

（
発
言
）を
要
約
し
纏
め
て
本
会
議

場
で
発
表
す
る
原
稿
と
し
て
編
集

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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９月定例会　議決結果
◯…可決　×…否決

番号 件　　名 決算特別
委員会

総務社会
委員会

産業経済
委員会 議決結果

報告第4号 損害賠償事件に係る損害賠償額の専決処分報告について
委員会付託なし

報告事項
承認第12号 令和6年度白馬村一般会計補正予算（第2号）の専決処分報告について 承認
議案第38号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更について - ○ - 可決
議案第39号 北アルプス広域連合規約の変更について - ○ - 可決

議案第40号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について - ○ -
可決 

（反対：加藤
（亮））

議案第41号 白馬村水道事業及び下水道事業条例の一部を改正する条例について - - ○ 可決

議案第42号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について - ○ -
可決 

（反対：加藤
（亮））

議案第43号 令和6年度白馬村一般会計補正予算（第3号） - ○ ○ 可決
議案第44号 令和6年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第2号） - ○ - 可決
議案第45号 令和6年度白馬村水道事業会計補正予算（第1号） - - ○ 可決
議案第46号 令和6年度白馬村下水道事業会計補正予算（第1号） - - ○ 可決
議案第47号 令和5年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ - - 可決
議案第48号 令和5年度白馬村下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ - - 可決
認定第1号 令和5年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について ○ - - 承認

認定第2号 令和5年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定
について ○ - -

承認 
（反対：加藤

（亮））
認定第3号 令和5年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ - - 承認
認定第4号 令和5年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ - - 承認
認定第5号 令和5年度白馬村水道事業会計決算認定について ○ - - 承認
認定第6号 令和5年度白馬村下水道事業会計決算認定について ○ - - 承認

請願・陳情
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済

委員会 審議結果

陳情第３号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める陳情 ○ - 採択
陳情第４号 大町の裁判所の充実を求める協議会の設立及び活動に関する陳情 ○ - 採択

陳情第５号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働
者の賃上げや人員増を求める陳情書 ○ - 採択

陳情第６号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情 ○ - 採択

陳情第７号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早
急に行うことを求める陳情書 ○ - 採択

陳情第８号 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の
日本政府への提出についての陳情 ○ - 採択

追加議案	（9月19日上程）
番号 件　　名 議決結果

発委第５号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 採択

発委第６号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し、すべてのケア労働者の賃上げや人員
増を求める意見書 採択

発委第７号 国民健康財政への国庫負担の増額を求める意見書 採択

発委第８号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求め
る意見書 採択
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一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

2組織あるDMOを統合すべきでは
	 津滝 俊幸 ……………………………… 8
農業の現状と施策、将来の未来像は
	 増井 春美 ……………………………… 9
無許可営業の調査は足で稼ぐのか
 尾川 耕 ……………………………… 10
最重要課題としている財源確保策は何か
	 太谷 修助 …………………………… 11

フォトニュース

質問者一覧

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

10月17日。40周年になる姉妹都市の太地町の議員の方々が、視察に来られた。午前中は賑わう岩岳を視察、午後は議会のペーパー
レス化等の進め方について話し合いを行った。

戦争時代の生活・教育を示す副読本作成を
 加藤 亮輔 …………………………… 12
誰でも気軽に行ける里山整備を行う考えは
 加藤 ソフィー ……………………… 13
広報ＤＸは中途半端！情報発信少なすぎ
	 丸山 勇太郎 ………………………… 14
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【
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
の
推
進
状
況

と
検
証
】

問
Ｄ
Ｍ
Ｏ
認
定
の
更
新
手

続
き
や
観
光
庁
へ
の
実

績
報
告
の
内
容
、及
び
Ｈ
Ｖ
Ｔ

（
ハ
ク
バ
バ
レ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）・

観
光
局
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
事

業
状
況
は
。

答
Ｈ
Ｖ
Ｔ
は
３
市
村
共
通

す
る「
食
・
食
材
」を
探
求

テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
企
画

検
討
中
。
観
光
局
で
は
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
初
夏
と
秋
を
中

心
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
、

年
間
入
込
数
の
平
準
化
を
目
指

し
て
い
る
。

問
地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き

出
す
た
め
に
、目
指
す
べ

き
目
標
や
事
業
達
成
の
資
金
調

達
方
法
は
。

答
Ｈ
Ｔ
Ｖ
で
は
宣
伝
誘
客
、

情
報
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
グ
リ
ー
ン
期
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
。
通
年

で
の
観
光
消
費
額
の
拡
大
。リ
フ

ト
券
発
券
業
務
の
受
託
に
よ
る

手
数
料
収
入
や
自
治
体
か
ら
の

負
担
金
が
主
な
資
金
。

　

観
光
局
は
国
内
外
の
誘
客
、登

山
や
麓
の
楽
し
み
方
の
プ
ロ
モ
ー

ト
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の

収
集
蓄
積
に
よ
る
観
光
客
へ
の

利
便
性
向
上
へ
の
Ｄ
Ｘ
化
。
資

金
調
達
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
業

務
、着
地
型
観
光
ツ
ア
ー
商
品
の

造
成
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発

の
販
売
、宿
泊
手
配
に
よ
る
手
数

料
収
入
が
主
な
も
の
。

問
村
長
の
公
約
や
観
光
地

経
営
計
画
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事

業
の
整
合
性
は
取
れ
て
い
る
か
。

答
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
四
季
を
通

じ
た
付
加
価
値
の
創
造
、

幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
活

用
と
多
言
語
に
よ
る
発
信
、自
ら

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
な
ど
。
観
光

地
経
営
計
画
で
は
理
念「
世
界
中

か
ら
の
来
訪
者
迎
え
る
事
が
出

来
る
村
の
実
現
」や
基
本
方
針

「
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
シ
フ
ト
す

る
」、更
に
は
実
施
事
業「
安
全
啓

発
な
ど
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
」

に
お
い
て
も
整
合
性
が
と
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

答

問 白馬の歴史・文化・
芸術を活かすべき
では
観光では一番弱い
ところ、しっかり
取り組む

【
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
る
観
光
振

興
】問

現
在
、通
行
不
可
の
大
雪

渓
ル
ー
ト
に
代
わ
る
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
新
設
は
。

答
新
ル
ー
ト
は
、過
去
に
検

討
は
さ
れ
た
が
結
論
は

出
な
か
っ
た
。２
シ
ー
ズ
ン
通
行

止
め
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、検

討
を
再
開
す
る
よ
う
担
当
課
へ

指
示
し
た
。

問
山
案
内
人
・
観
光
ガ
イ
ド

の
普
及
増
員
は
。

答
登
録
者
数
は
山
案
内
人

１
１
１
人
、観
光
ガ
イ
ド

は
98
人
。
山
案
内
人
組
合
へ
新

た
な
人
材
確
保
が
可
能
と
な
る

よ
う
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立

と
そ
の
強
化
を
お
願
い
し
て
い

る
。問

八
方
池
山
荘
建
替
計
画

の
進
捗
状
況
と
猿
倉
荘

の
建
替
構
想
は
。

答
官
民
連
携
に
よ
る
施
設

整
備
を
行
う
。令
和
７
年

度
末
ま
で
に
連
携
事
業
者
を
決

定
し
契
約
。
令
和
８
年
４
月
か

ら
設
計
・
建
設
期
間
と
し
、令
和

11
年
10
月
頃
供
用
開
始
予
定
。

問
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
普
及
と
広
域
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
新
設
は
。

答
自
転
車
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
は
年
間
10
以
上
開
催

さ
れ
て
お
り
更
に
推
進
し
て
い

く
。県
内
複
数
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、

コ
ー
ス
の
新
設
予
定
は
無
い
。

問
地
域
の
文
化・
歴
史
の
活

用
に
よ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
。

答
持
続
可
能
な
観
光
地
を

目
指
す
上
で
は
重
要
な

コ
ン
テ
ン
ツ
と
認
識
し
て
い
る
。

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
観
光
活
用

に
繋
げ
て
い
く
。

答
事
業
効
率
は
有
力
な
選
択
肢
の
ひ

と
つ
、検
討
す
る

問
２
組
織
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

統
合
す
べ
き
で
は

津滝 俊幸

ベストツーリズムビレッジ・BTV
JSTS-D（観光庁が2020年に策定した「日本版持続可能な観光ガイドライン」）
この称号に値する観光地となれるよう願います。
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【
農
業
の
現
状
と
対
策
】

問
「
農
地
利
用
の
意
向
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調

査
結
果
を
受
け
て
の
見
解
は
。

答
本
村
で
も
将
来
的
な
農

業
経
営
者
の
減
少
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。地
域
で
生
産

し
た
農
産
物
を
地
域
で
消
費
す

る
と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
な

が
ら
、観
光
地
と
し
て
改
め
て
農

業
者
の
た
め
に
人
口
減
少
社
会

に
見
合
っ
た
農
業
施
策
に
取
組

む
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

問
農
家
基
本
台
帳
の
農
家

総
数
と
農
地
の
賃
貸
に

よ
る
契
約
状
況
は
。

答
農
家
総
数
は
3
0
0
0

戸
。
農
地
バ
ン
ク（
農
地

中
間
管
理
機
構
）に
貸
し
て
い
る

農
家
は
1
6
2
人
、借
り
て
い
る

農
家
は
８
人
。利
用
権
設
定
契
約

で
貸
し
て
い
る
農
家
は
87
人
、借

り
て
い
る
農
家
は
27
人
。他
に
農

地
を
違
う
方
に
貸
す
農
地
法
に

よ
る
契
約
が
あ
る
。

問
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対

策
は
。

答
令
和
4
年
度
、本
村
の
野

生
鳥
獣
の
被
害
額
は

50
万
円
で
、上
昇
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。最
終
的
に
は
、専
門
家
に

よ
る
罠
、猟
銃
に
よ
る
駆
除
を
行

う
。問

耕
作
放
棄
地
の
面
積
と

対
策
は
。

答
昨
年
度
実
績
に
よ
る
と
、

再
生
利
用
可
能
な
Ａ
分

類
が
１
２
．５
ｈ
a
、再
生
利
用

が
困
難
な
B
分
類
が
２
０
．１

ｈ
ａ
。但
し
、調
査
し
き
れ
な
い

耕
作
放
棄
地
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、実
際
に
は
調
査
面
積
よ

り
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。耕
作

放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

北
城
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
、農

振
農
用
地
の
見
直
し
に
取
組
ん

で
い
る
。

問
地
域
計
画
・
目
標
地
図
策

定
の
進
捗
状
況
と
小
規
模

農
家
や
周
辺
住
民
へ
の
周
知
は
。

答
進
捗
状
況
は
、本
年
6
月

か
ら
8
月
に
開
催
し
た

懇
談
会
で
は
、神
城
・
北
城
中
南

部
・
北
城
北
部
地
区
に
分
け
認
定

農
業
者
や
関
係
者
に
参
集
い
た

だ
き
、地
域
ご
と
の
現
況
地
図
を

も
と
に
話
し
合
っ
た
。今
後
地
図

の
修
正
を
行
い
、11
月
開
催
予
定

の
懇
談
会
で
は
な
る
べ
く
多
く

の
方
に
お
声
が
け
を
し
、地
図
素

案
を
示
す
予
定
。そ
の
他
、1
月

頃
ま
で
に
修
正
作
業
を
行
い
2

月
に
告
知
し
た
い
。

問
令
和
7
年
4
月
以
降
に

農
地
の
賃
借
は
、農
地
バ

ン
ク
に
移
行
に
な
る
が
村
の
考

え
は
。

答
法
定
事
項
な
の
で
粛
々

と
事
務
を
進
め
る
。

問
市
民
農
園
の
現
状
と
今

後
の
計
画
は
。

答
白
馬
高
校
の
東
側
で
実

施
し
て
い
る
。
1
区
画

1
0
0
㎡
、1
シ
ー
ズ
ン
5
0
0

円
。本
年
度
は
12
区
画
で
農
園
を

開
設
。将
来
例
え
ば
、減
農
や
有

機
に
特
化
し
た
農
園
を
設
置
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
村
長
が
目
指
す
農
業
の

未
来
像
は
。

答
小
さ
な
農
業
や
趣
味
で

行
っ
て
い
る
農
業
で
も
、

し
っ
か
り
将
来
に
わ
た
っ
て
続

け
て
い
け
る
よ
う
な
村
に
な
っ

て
い
け
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。目

指
す
未
来
像
は
、慣
行
農
法
、有

機
農
法
、自
然
農
法
と
い
っ
た
形

態
と
か
営
農
規
模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
、お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
行
う
生
業
、生
き
が
い
と
し

て
の
農
業
、美
し
い
里
山
を
作
り

上
げ
て
い
る
と
い
う
、昔
な
が
ら

の
農
業
と
い
う
言
い
方
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。行
政
と
し
て

は
、国
の
方
針
に
従
い
つ
つ
法
を

守
り
な
が
ら
、振
興
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答 人口減少社会に見合った
施策に取り組む

問農業の現状と施策、
将来の未来像は

増井 春美

白馬の原風景を後世に～　青鬼の棚田で唯一「はざかけ」された田んぼ
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【
宿
泊
事
業
者
の
実
態
調
査
】

問
神
奈
川
県
の「
旅
館
業
法

施
行
条
例
」の
よ
う
な
標

識
の
設
置
が
義
務
付
さ
れ
て
い

る
条
例（
下
図
参
照
①
）を
、長
野

県
に
作
っ
て
も
ら
う
よ
う
働
き

か
け
を
行
わ
な
い
の
か
。

答

 

税
務
課
長  

宿
泊
税
の
関

係
で
県
と
の
や
り
取
り

が
あ
る
。そ
の
中
で
神
奈
川
県
の

よ
う
な
設
備
基
準
と
し
て
設
け

る
こ
と
。宿
泊
施
設
の
休
止
、廃

止
等
の
整
備
徹
底
を
お
願
い
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
か
ら
、

県
に
お
願
い
し
て
い
く
。

問
「
武
蔵
野
市
旅
館
業
者
の

責
務
等
に
関
す
る
条
例
」

（
下
図
参
照
②
）は
、住
民
が
陳
情

し
て
３
ヶ
月
で
条
例
を
作
っ
た
。

県
に
頼
ら
な
く
て
も
市
町
村
条

例
で
作
る
こ
と
は
可
能
。こ
の
よ

う
な
村
条
例
を
作
る
の
か
、そ
れ

と
も
県
の
条
例
改
正
を
す
る
よ

う
に
、訴
え
て
い
く
の
か
。

答

 

観
光
課
長  
第
一
義
的
に

は
、県
に
お
願
い
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
な
ろ
う
か
と
思

う
。た
だ
、庁
内
の
協
議
が
必
要

な
部
分
も
あ
る
の
で
、課
長
会
議

の
中
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
６
月
に
議
会
か
ら
村
長

に
提
言
書
を
出
し
た
。宿

泊
税
導
入
に
関
す
る
提
言
の
４

番「
課
税
デ
ー
タ
、
保
健
所
の

デ
ー
タ
に
加
え
地
域
の
聞
き
取

り
、さ
ら
に
足
で
調
査
し
て
正
確

な
実
態
を
把
握
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
書
い
た
。そ
し
て「
議
会
と
し

て
は
、行
政
は
、そ
の
努
力
な
し

に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
…
。」と

提
言
し
て
い
る
。そ
こ
の
部
分
を

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。足

で
稼
ぐ
の
か
、条
例
を
つ
く
る
の

か
、ど
ち
ら
か
。

答

 

村
長  

ど
ち
ら
か
と
い
う

選
択
で
は
な
い
。必
要
な

も
の
は
全
て
や
る
こ
と
が
大
切
。

大
切
な
の
は
実
態
を
き
ち
ん
と

把
握
し
て
、正
直
者
が
損
を
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
最
重
要
。例
え
ば
、条
例

を
作
っ
た
が
、そ
れ
に
反
し
て

や
っ
て
い
る
場
合
は
ど
う
す
る

の
か
、し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
す

る
体
制
も
整
え
な
く
て
は
い
け

な
い
。そ
う
し
た
観
点
か
ら
一
番

い
い
形
に
持
っ
て
い
き
た
い
。た

だ
、理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

限
ら
れ
た
人
材
で
や
っ
て
い
る

の
で
、優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、

我
々
も
で
き
る
努
力
を
し
っ
か

り
と
し
て
い
く
。

答

問 今後、塩の道を
どう活かして
いきたいか
活かしていきたい
気持ちは非常に強
くある

【
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
・
景
観
計
画
と
次
期
総
合

計
画
】

問
次
期
総
合
計
画
作
り
の

中
で
住
民
の
熱
を
帯
び

た
意
見
が
沢
山
で
て
く
る
。そ
の

熱
量
を
活
か
せ
る
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。例
え

ば
塩
の
道
の
活
か
し
方
な
ど
が

出
る
の
で
は
。今
ま
で
の
各
計

画
内
で
は
、支
援
を
す
る
と
い
う

言
葉
は
書
か
れ
て
あ
る
が
実
態

が
伴
っ
て
い
な
い
。次
の
総
合

計
画
を
作
っ
て
い
く
間
に
、し
っ

か
り
し
た
仕
組
み
づ
く
り
、支
援

の
体
制
を
確
立
し
て
い
く
か
。

答
今
、担
当
者
は
非
常
に
熱

を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
。

地
区
懇
談
会
と
の
兼
ね
合
い
も

含
め
て
住
民
参
加
型
を
念
頭
に
、

良
い
景
観
に
し
て
い
け
れ
ば
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
必
要
な
も
の
は
全
て
や
る
こ
と
が

大
切

問
無
許
可
営
業
の
調
査
は

足
で
稼
ぐ
の
か

尾川 耕

白馬村が条例を作る場合、長野県条例（神奈川県に倣う）で作っ
てもらうか、武蔵野市と同様に作るか、どちらかの選択肢がある。
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【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
現

状
と
課
題
】

問
村
内
の
外
国
籍
所
有
の

不
動
産
物
件
の
実
態
は
。

答
土
地
が
8
4
5
筆
、2
9
9

件
で
4
1
2
︐4
1
8
㎡
。

家
屋
が
3
5
9
棟
で
2
4
2
件
。

う
ち
宿
泊
施
設
は
1
8
8
棟
。こ

れ
ら
の
数
値
は
、国
外
に
住
所
、

所
在
地
を
有
す
る
個
人
・
法
人
の

所
有
状
況
な
の
で
、国
内
に
住
所

の
あ
る
外
国
籍
の
方
の
数
値
は

含
ま
な
い
。

問
大
型
建
築
申
請
件
数
は
。

答
開
発
審
議
会
で
諮
っ
て

い
る
の
は
１
件
、担
当
者

レ
ベ
ル
で
の
相
談
は
10
件
程
度

と
認
識
。

問
行
政
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
困
難
問
題
は
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
で
の

不
動
産
売
買
に
よ
り
、日

本
人
住
民
の
減
少
で
行
政
区
へ

の
加
入
者
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担

い
手
が
減
少
し
て
し
ま
う
と
い

う
点
で
は
、宿
泊
施
設
の
多
い
地

域
で
、同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
と
こ
ろ
が
複
数
見
受
け
ら
れ

る
。現
状
、不
動
産
規
制
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
国
に
は
引
き

続
き
問
題
点
を
提
起
し
要
望
し

て
い
く
。

　

村
と
し
て
は
、新
た
な
加
入
者

に
は
引
き
続
き
、行
政
区
へ
の

加
入
や
地
域
活
動
へ
の
協
力
を

依
頼
。ま
た
、積
極
的
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
・
協
力
し
て

い
る
外
国
人
住
民
も
一
定
数
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、可
能
な
範
囲

で
英
語
に
よ
る
情
報
発
信
や
、地

域
へ
の
理
解
を
促
し
て
い
く
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。　

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
傾
斜
化

の
弊
害
、特
に
飲
食
難
民

対
策
は
。

答
村
の
観
光
に
弊
害
が
あ

る
と
の
認
識
は
し
て
い

な
い
が
、今
冬
季
シ
ー
ズ
ン
に
お

け
る
観
光
客
受
け
入
れ
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、国
内
観
光
客
に

と
っ
て
も
満
足
度
を
高
め
る
重

要
な
施
策
で
、観
光
課
で
は
予
約

比
率
を
高
め
る
こ
と
が
混
雑
緩

和
に
つ
な
が
る
と
し
て
、昨
年
度

か
ら
テ
ー
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
い

う
飲
食
予
約
サ
イ
ト
で
村
内
の

希
望
す
る
飲
食
店
と
結
び
つ
け

て
い
る
。予
約
人
数
も
7
万
１
千

件
を
超
え
る
大
き
な
成
果
が
出

た
。宿
泊
事
業
者
か
ら
も
予
約
の

手
間
が
省
け
る
と
好
評
。本
年
度

も
新
規
登
録
す
る
飲
食
店
に
は
、

12
月
か
ら
半
年
分
の
利
用
料
の

補
助
を
実
施
す
る
。

問
村
内
移
動
手
段
は
。

答
引
き
続
き
ナ
イ
ト
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行

す
る
。
昼
間
の
移
動
に
関
し
て

も
、タ
ク
シ
ー
業
者
に「
北
ア
ル

プ
ス
あ
づ
み
の
交
通
圏
」と
い
う

営
業
区
域
の
枠
組
み
の
中
で
、松

本
市
、安
曇
野
市
、大
町
市
か
ら

白
馬
村
に
1
日
40
台
程
度
の
応

援
車
両
を
派
遣
頂
き
、加
え
て
Ｕ

Ｂ
Ｅ
Ｒ（
ウ
ー
バ
ー
）や
Ｇ
Ｏ
の

配
車
ア
プ
リ
を
応
援
車
両
に
搭

載
す
る
。

問
村
内
観
光

の
利
便
性

対
策
は
。

答
マ
イ
ポ
ー

タ
ル「
白
馬

村
顧
客
管
理
シ
ス

テ
ム
」の
実
装
を
行

う
。
観
光
客
が
マ

イ
ポ
ー
タ
ル
を
経

由
し
て
、リ
フ
ト
券

購
入
、レ
ン
タ
ル
申

し
込
み
、宿
泊
予
約

が
可
能
と
な
り
、ス

キ
ー
場
で
リ
フ
ト

券
購
入
の
た
め
に

列
に
並
ぶ
手
間
が

省
け
る
等
、Ｄ
Ｘ
化

の
推
進
に
よ
り
村

内
観
光
の
利
便
性

を
高
め
て
い
き
た

い
。

問
そ
の
他
の
観
光
財
源
確

保
策
は
。

答
宿
泊
税
に
限
ら
ず
、日
帰

り
客
か
ら
の
徴
収
を
含

め
て
複
数
の
形
も
検
討
。ふ
る
さ

と
納
税
も
重
要
な
財
源
。

答 宿泊税・登山協力金・事業
者負担金が３本柱

問最重要課題としている
財源確保策は何か

太谷 修助

世界中で問題視されているオーバーツーリズム問題。
我が白馬村も例外ではありませんが、この賑わいを継続していける対策を講じていただければ。
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【
教
育
現
場
で
の
平
和
教
育

と
人
権
を
大
切
に
す
る
村
づ

く
り
】

問
今
年
は
戦
後
79
年
。国
内

で
も
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
、広
島
で
14
万
人
、

長
崎
で
7
万
4
︐0
0
0
人
ま

た
、空
襲
で
50
万
人
が
死
亡
。合

計
3
1
0
万
人
以
上
が
犠
牲
に

な
っ
た
。村
内
で
の
戦
争
に
よ
る

被
害
状
況
は
。

答
直
接
の
軍
事
被
害
は
な

い
が
、食
糧
事
情
が
窮
迫

し
、空
き
地
は
全
て
開
墾
さ
れ
、

野
菜
が
植
え
ら
れ
、食
料
、生
活

物
資
不
足
の
中
、辛
苦
の
生
活
を

送
っ
た
。白
馬
村
遺
族
会
の「
国

の
鎮
め
」
の
記
録
に
よ
る
と
、

2
3
2
名
の
戦
没
者
が
記
載
、そ

の
9
割
が
第
二
次
世
界
大
戦
で

の
犠
牲
者
。

問
1
9
3
0
年
か
ら
の
戦

争
の
中
で
子
供
た
ち
に

伝
え
た
い
記
録
は「
戦
争
体
験
を

語
り
継
ぐ
」と「
国
の
鎮
め
〜
戦

没
者
の
記
録
」と「
白
馬
の
歩
み
」

等
。こ
れ
ら
を
基
に
、小・中
学
生

が
理
解
で
き
る
副
読
本
を
作
り

継
承
で
き
な
い
か
。

答
平
和
、戦
争
に
関
す
る
こ

と
は
教
科
書
に
も
載
っ

て
い
る
が
、村
に
限
定
し
た
資
料

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。地
域
の
平
和

教
育
や
、戦
争
体
験
を
子
供
に
読

み
聞
か
せ
、調
べ
る
こ
と
は
大
切
。

中
学
校
の
先
生
方
と
平
和
教
育

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け

た
い
。

問
松
川
村
で
は
、中
学
生
4

名
を
本
物
に
触
れ
る
貴

重
な
体
験
と
し
て
、広
島
の
平
和

記
念
式
典
に
派
遣
。松
本
市
で
は

全
中
学
校
か
ら
男
女
1
名
ず
つ

40
名
を
派
遣
、参
加
費
は
２
泊
３

日
で
、個
人
負
担
は
1
万
円
。広

島
へ
行
っ
て
原
爆
ド
ー
ム
、資
料

館
等
で
本
物
を
見
る
貴
重
な
体

験
を
す
る
。本
村
で
も
、派
遣
す

べ
き
で
は
。

答
現
場
を
見
る
こ
と
は
大

事
だ
と
思
う
。県
内
に
は
、

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
や
松
代

大
本
営
跡
等
、平
和
学
習
を
取
り

組
む
施
設
が
あ
る
。そ
こ
で
、多

く
の
生
徒
に
戦
争
の
歴
史
を
学

習
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
。今

は
、広
島
に
送
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問
来
年
の
戦
後
80
年
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
。

答
行
事
や
冊
子
の
作
成
計

画
に
つ
い
て
は
、公
民
館

活
動
に
お
い
て
平
和
教
育
と
か
、

体
験
者
の
話
を
聞
く
講
座
を
設

け
た
い
。　

問
村
は
自
衛
隊
に
18
歳
と

22
歳
の
個
人
情
報
を
閲

覧
、名
簿
ど
ち
ら
で
提
供
し
て
い

る
か
。

答
自
衛
官
・
自
衛
官
候
補
生

の
募
集
事
務
に
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
対
象
者
の
氏

名
、生
年
月
日
、性
別
、住
所
の
4

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
方
法

は
、自
衛
隊
が
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
法
規
を
遵
守
し
、適
正
な

管
理
が
な
さ
れ
る
旨
を
確
認
し

た
上
で
、本
年
度
か
ら
は
住
民
基

本
台
帳
か
ら
募
集
対
象
者
の
4

情
報
を
抽
出
し
た
名
簿
を
提
供

し
て
い
る
。

問
「
広
報
は
く
ば
」8
月
号

に
、自
衛
官
募
集
を
掲
載

し
て
い
る
が
、自
衛
隊
か
ら
掲
載

を
要
請
さ
れ
た
の
か
。

答
募
集
に

つ
い
て

は
、国
か
ら
の
法

定
受
託
事
務
で
、

広
報
に
つ
い
て

は
、自
衛
隊
長
野

地
方
協
力
本
部

の
指
示
に
基
づ

い
て
や
っ
て
い

る
。問

松
本
市

で
は
、除

外
申
請
要
綱
を

つ
く
っ
て
い
る
。

村
も
要
綱
を

作
っ
て
、村
民
の

要
望
に
応
え
る

考
え
は
な
い
か
。

答
情
報
提
供
に
対
し
て
は

法
令
が
あ
る
。除
外
に
つ

い
て
は
何
の
法
令
も
今
は
な
い
。

だ
ん
だ
ん
除
外
申
請
が
増
え
て

き
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
の
考
え
方
で
や
っ
て
い
る
。

副読本づくりの参考書籍、『戦争体験を語り継ぐ・子供たちに伝えたい』
『白馬の歩み』　『白馬の歩みの写真集』　戦没者の記録『国の鎮め』　
『僕らの街にも戦争があった―長野県の戦争遺跡―』等

加藤 亮輔

答
村
に
限
定
し
た
資
料
は
少
な
い
、

先
生
と
相
談

問
戦
争
時
代
の
生
活
・
教
育

を
示
す
副
読
本
作
成
を
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【
生
物
多
様
性
の
保
全
と
回

復
】問

現
状
と
課
題
は
。

答
Ｈ
12
年
に
白
馬
村
版
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
が
発

行
さ
れ
、24
年
が
経
過
し
て
い
る
。

特
に
こ
の
間
は
温
暖
化
に
よ
る

影
響
が
大
き
く
、生
態
系
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
る
。人
間
活
動
や

開
発
に
よ
る
生
息
環
境
の
破
壊
、

逆
に
人
間
活
動
が
縮
小
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
中
大
型
哺
乳
類

の
分
布
拡
大
な
ど
に
よ
り
農
作

物
な
ど
に
影
響
が
出
て
い
る
現

状
。問

取
り
組
み
状
況
は
。

答
村
天
然
記
念
物
の
ギ
フ

チ
ョ
ウ
類
の
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
、各
地
区
や
団
体
と
の
協

働
に
よ
る
有
害
鳥
獣
や
外
来
植

物
の
駆
除
活
動
、緩
衝
帯
整
備
を

実
施
す
る
ほ
か
、村
民
草
刈
り

ウ
ィ
ー
ク
の
設
定
を
し
て
い
る
。

開
発
に
対
し
て
は
、一
定
規
模
以

上
の
開
発
に
お
い
て
希
少
動
植

物
の
調
査
を
行
う
こ
と
や
在
来

種
に
よ
る
緑
化
な
ど
を
指
導
す

る
な
ど
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の

春
公
表
さ
れ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
、重
要

施
策
の
一
つ
に
白
馬
の
自
然
環

境
を
生
か
し
た
自
然
生
態
系
、生

物
多
様
性
の
回
復
を
掲
げ
、環
境

省
が
実
施
す
る
30
ｂ
ｙ
30
の
取

組
に
参
画
す
る
自
治
体
登
録
申

請
を
行
な
い
、本
年
6
月
に
認
定

さ
れ
た
。

問
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

を
市
町
村
レ
ベ
ル
で
作

成
し
て
い
る
の
は
大
変
貴
重
な

こ
と
で
あ
る
が
、環
境
は
大
き
く

変
化
し
た
。そ
ろ
そ
ろ
改
訂
版
が

必
要
な
の
で
は
。

答
文
化
財
審
議
委
員
会
や

県
環
境
保
全
協
会
と
も

連
携
し
て
、毎
年
調
査
は
し
て
い

る
。い
つ
と
は
約
束
で
き
な
い
が
、

改
訂
版
を
作
成
す
る
方
向
で
検

討
し
た
い
。

問
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で

環
境
再
生
型
農
業
の
普

及
啓
発
と
あ
る
が
、具
体
的
に

は
。答

有
機
J
A
S
認
定
を
取

得
し
た
方
に
補
助
を
し

た
り
、ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
お
米

の
出
品
に
は
、県
の
環
境
に
や
さ

し
い
認
証
取
得
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、農
業
振
興
地
域

に
有
機
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
い
て
は
今

後
研
究
し
た
い
。

問
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
は
、ミ
ツ
バ
チ
の
大

量
死
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、生
態
系
や
人

体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
農
薬
で
、欧
米
で
は
規
制
が
進

ん
で
い
る
。一
方
日
本
で
は
、残

留
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
り
し
て

い
る
中
で
、新
潟
県
佐
渡
島
は
ト

キ
の
復
活・保
護
の
た
め
に
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
を
使
用

し
な
い
で
有
機
や
減
農
薬
で
稲

作
を
行
い
、成
功
し
て
い
る
。い

き
な
り
有
機
は
難
し
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
系
農
薬
を
使
用
し
な
い
認

証
制
度
を
設
け
る
な
ど
し
て
推

進
す
る
の
は
ど
う
か
。

答
減
農
薬
や
有
機
に
限
定

し
た
市
民
農
園
を
作
る

な
ど
、小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
み
た
い
。

問
昔
は
本
村
に

い
な
か
っ
た

鹿
や
猿
が
、貴
重
な

高
山
植
物
や
ラ
イ

チ
ョ
ウ
が
多
い
西
山

の
高
山
に
生
息
拡
大

し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て

い
る
。現
状
と
対
策

は
。答

残
念
な
が
ら

目
撃
情
報
も

あ
り
、生
息
は
拡
大

し
て
い
る
。捕
獲
や
網
を
張
る
と

い
う
よ
う
な
話
は
出
て
い
る
が

実
行
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
野
生
生
物
の
生
息
域
の

拡
大
を
食
い
止
め
る
に

は
里
山
の
整
備
は
非
常
に
重
要
。

今
や
里
山
の
役
割
は
世
界
的
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。誰
で
も
気

軽
に
行
け
る
よ
う
な
明
る
く
循

環
す
る
S
A
T
O
Y
A
M
A
整

備
を
行
う
考
え
は
。

答

 

村
長  

今
す
ぐ
に
や
る
と

は
言
え
な
い
が
、何
か
し

ら
の
形
で
そ
の
よ
う
な
取
組
が

で
き
れ
ば
い
い
と
私
も
考
え
て

い
る
。前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

答 何かしらの形で取り組め
るようにしたい

問誰でも気軽に行ける
里山整備を行う考えは

加藤 ソフィー

木流川公園の飛来したアサギマダラ
世界の生物多様性は今急速に失われています。
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【
広
報
・
広
聴
】

問
声
の
広
報「
防
災
は
く
ば
」

に
、Ｄ
Ｘ
以
前
と
比
べ
ど

ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
。

答
放
送
案
件
・
回
数
と
も
こ

れ
ま
で
と
同
じ
で
何
も

変
え
て
い
な
い
。

問
公
式
メ
ー
ル
や
、公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
情
報
発
信

が
少
な
い
。な
ぜ
声
の
広
報
並
み

に
日
々
の
お
知
ら
せ
を
届
け
な

い
の
か
。ま
た
、情
報
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
は
ど
れ
か
。

答
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
情

報
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

い
う
位
置
づ
け
。メ
ー
ル
へ
は「
防

災
は
く
ば
」と
連
動
し
た
防
災
情

報
以
外
は
出
さ
な
い
。公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
配
信
基
準
を
定
め
て
い

る
。友
達
登
録
し
た
者
が
選
ん
だ

情
報
の
み
配
信
す
る
が
、配
信
で

き
て
い
な
い
情
報
も
ま
だ
ま
だ

あ
り
、職
員
意
識
を
改
革
し
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
広
報
紙
の
地
区
配
布
を

月
１
回
に
減
ら
し
た
理

由
と
、広
報
紙
の
こ
れ
か
ら
の
方

向
性
を
問
う
。

答
毎
年
区
長
会
議
で
負
担

軽
減
を
訴
え
ら
れ
、紙
媒

体
は
第
３
月
曜
日
の
み
と
し
た
。

広
報
誌
は
続
け
る
が
、将
来
の
方

向
性
と
し
て
は
、ス
マ
ホ
へ
の
発

信
が
整
え
ば
役
割
は
大
き
く
変

わ
る
。

問
村
は
大
切
な
公
聴
活
動

に
お
い
て
直
接
対
話
と

い
う
手
法
を
軽
ん
じ
て
い
る
。大

変
有
効
な
手
段
で
あ
る
地
区
役

員
懇
談
会
は
、今
年
度
は
全
地
区

と
行
う
か
。

答
今
年
度
は
全
地
区
と
行

う
こ
と
で
各
区
長
に
通

知
し
た
。

問
松
川
村
の
広
報
ア
プ
リ

「
ま
つ
ナ
ビ
」を
み
て
今

回
の
質
問
を
し
た
。
広
報
Ｄ
Ｘ

は
、い
か
に
情
報
を
ス
マ
ホ
に
見

や
す
く
早
く
届
け
る
か
に
尽
き

る
。「
ま
つ
ナ
ビ
」は
と
て
も
見
や

す
い
。Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
で
ア
プ

リ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
十
分
比
較
検

討
し
て
い
な
い
節
が
あ
る
が
、若

者
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
慣
れ
し
て
い
る

か
ら
一
概
に
否
定
は
し
な
い
。た

だ
し
、白
馬
村
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行

く
な
ら
行
く
で
、も
っ
と
情
報
を

出
さ
な
い
と
ダ
メ
で
は
。

答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、出
し
過
ぎ

る
と
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る

欠
点
が
あ
る
が
、情
報
発
信
に
は

努
め
て
い
き
た
い
。

問
若
い
世
代
が
、住
み
た
い
、

家
を
持
ち
た
い
、移
住
先

に
選
ぶ
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
、こ
の
村
は
魅
力
を
失
い
か
け

て
い
る
。選
ば
れ
な
い
自
治
体
に

な
っ
て
き
て
い
る
。例
に
出
し
た

松
川
村
は
選
ば
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
の
新
施
設
を
建

て
て
も
、子
育
て
世
代
の
住
宅
問

題
の
解
決
策
が
な
け
れ
ば
、や
っ

ぱ
り
選
ば
れ
な
い
。土
地
開
発
公

社
を
活
用
し
て
若
い
世
代
向
け

の
宅
地
分
譲
が
出
来
な
い
か
質

問
し
て
い
る
が
、や
ら
な
い
理
由

を
作
る
ば
か
り
。こ
れ
で
は
農
振

の
総
合
見
直
し
も
お
ぼ
つ
か
な

い
。行
政
施
策
で
何
か
抜
き
ん
で

る
も
の
が
欲
し
い
。

　
そ
こ
で
提
案
す
る
が
、神
城
断

層
地
震
を
経
験
し
た
村
と
し
て
、

中
途
半
端
な
防
災
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
と
広
報
Ｄ
Ｘ
に
、も
う
更
に

予
算
を
か
け
、災
害
備
蓄
品
や
備

蓄
倉
庫
も
増
や
し
、防
災
だ
け
は

他
の
自
治
体
に
負
け
な
い
村
に

す
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
。

答

 

村
長  

一
つ
抜
き
ん
出
て

と
い
う
こ
と
で
な
く
、村

と
し
て
出
来
る
こ
と
は
全
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。土
地
開
発
公
社
の
活
用

も
何
と
か
し
た
い
し
、防
災
も
し

か
り
。具
体
的
に
今
こ
の
策
で
と

い
う
こ
と
は
な
い
が
、し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

丸山 勇太郎

答
配
信
出
来
て
い
な
い
情
報
は
ま
だ

ま
だ
あ
る

問
広
報
Ｄ
Ｘ
は
中
途
半
端
！

情
報
発
信
少
な
す
ぎ

見やすい松川村の公式アプリ「まつナビ」
広報ＤＸのプラットホームとは、これ！
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マチを好きになるアプリ

ト
ピ
ッ
ク
ス

スマホアプリで白馬議会だより配信中！
お気軽に！ご意見をお寄せください！
　 gikai@vill.hakuba.lg.jp
85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。足
が
不
自
由
な
方
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

議会だより１５０号の発刊を祝して
白馬村村長

　丸山　俊郎

議会だよりの創刊150号、誠におめでとうございます。

議会だよりは昭和62年9月15日に発刊されて以来、37年もの長きにわたり議会の

活動状況を広く村民に提供し、村民と議会の架け橋として村政の進展に大きく貢献

してきました。編集、発刊に携わられました歴代の議員各位の皆様は、村民に親し

まれる紙面づくりに日々努めてこられました。その熱意とご尽力に深く敬意と感謝

の意を表します。

白馬村議会では、平成29年3月に白馬村議会基本条例を制定されました。村民の期待と負託に応えるために

取り組まれている議会改革の一つとして、村内各種組織や団体との懇談会、村民との意見交換会による公聴活動

や、議会報やホームページによる広報活動に力を入れていらっしゃいます。

この開かれた議会の実現のために欠かすことのできないツールの一つとして、議会だよりがあります。本会議

や委員会等で審議した村政に係る案件を村民の皆様にお届けする重要な役割を担っているものであり、村民に

わかりやすい議会を念頭に編集され、村民の視点を意識した的確な情報公開と説明責任が十分に果たされてい

るものと思っております。

創刊150号という節目を契機に、議会広報活動が更に飛躍されるとともに村議会の益々の発展をご期待申し

上げます。

白馬村村議会議長

　太田　伸子

議会報発刊150号を記念し、議会を代表して一言ご挨拶申し上げます。

北陸能登地方は本年元旦に発生した能登半島地震で甚大な被害を受け復旧途

中、9月豪雨により再被災されました。心の痛む災害であります。亡くなられた方々

のご冥福と、負傷された方々、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。一

日も早い復興を願うところであります。

白馬村も神城断層地震から10年が経ちました。昨年は黒豆沢の土砂流出の被害

もありました。大きな地震を体験した私たちは、地震や、災害の報道はわが身の事として心配するところです。

さて、議会報は行政との橋渡し役を担わせていただいている議会が、行政とともに住みよい村、安心・安全な

村づくりのために、年4回、定例会が終わるごとに発行しています。37年余り、先輩議員の皆様から引き継ぎ発刊

しています。積極的に行政運営を皆様に、皆様の声を村政に届けるよう努めてまいります。

我々議員は、村民皆様の代表であることの自覚を再確認し、議会の活動状況や審議内容を、正しく詳しくお伝

えし、充実した議会報づくりを目指します。

今後とも、議会に対して更なるご意見、ご指導を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶といたします。
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37年前にスタートしました
photo: 歴史を刻む「議会だより」の表紙
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夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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。
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来
た
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感
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ら
え
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ろ
う
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ー
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法
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あ
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い
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見
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げ
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落
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能
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り
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会
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ね
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来
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と
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る
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か
。
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住みたいと思える白馬村へ 仲間と共にリフレッシュ！ 土に暮らして

白馬村は美しい自然環境と豊富な
アウトドア活動が魅力的で、子育て
や移住を検討する人々にとって魅力
的な地域だと思います。
自然に囲まれた生活は子ども達に
とって感性や創造力を育み、四季折々
の体験を通じて自然を学ぶ機会が多
いことも白馬村の子育て環境の大き
な魅力です。
白馬村が若者やファミリー層に
とって住みやすい場所となる為には、
公園や屋内の遊び場、教育施設や医
療施設の拡充といった暮らしやすい
環境が整えばと思います。
また、移住者向けの支援体制の強
化や子育て世代のサポートの強化に
取り組む事で、白馬村は"観光地"と
してだけではなく、住む場所として
より多くの若者やファミリー層が「白
馬村に住みたい」と感じられるよう
に期待をしています。

40代のはじめ、生まれ育った名古
屋から、ペンション経営のために家
族と共に白馬に移住して、もう30年
になろうとしています。
白馬に来てすぐに、ミニバレーボー
ル、ソフトバレーボールの同好会に
入り、週に1～2回、思い切り汗を流し
ました。
また、50歳を過ぎてからは、健康太
極拳同好会を立ち上げ、ふれあいセ
ンターなどで毎週練習に励みました。
指導の先生が引退されたあとも、生
徒の仲間達で、週一回の健康体操会
を続けています。
白馬のきれいな空気を吸い込んで
行う運動は、本当に気持ち良く、心身
共にリフレッシュできます。健康は
もとより、友人知人もたくさんでき、
幸せな30年を送れたと思うこの頃で
す。これを支えてくれた主人にも感
謝しています。これからも、今の自分
に合った運動をずっと続けていきた
いと思います。

白馬で子育てをしようとここに移
住して10年。ご縁を頂き築100年以上
の古民家を修繕しながら住み始め丸
2年経とうとしています。ここに決め
たのは、念願であった景色が良い事、
家の前に畑が付いてきた事、おまけ
にやってみたかった田圃がついてい
たから。
私は炭素循環農法という、農薬や
肥料に頼らず畑の土を豊かにする事
を目指した農法で、家庭菜園をして
いる。野菜を収穫すれば土の養分を
使ってしまう。この農法では畑に生
えている草等は外へ持ち出さず、そ
のまま土に重ねて行くと、キノコの
菌床や微生物が分解してくれ、また
土となり循環し土がどんどん養分豊
かになっていくのです。実際に畑に
生える草が、養分豊かな土にしか生
えない草に変わってきています。
この大好きな白馬の地を、消費す
るだけでなく豊かにし、返して行け
たら最幸と思います。

飯田　横川　仁美 みそら野　杉山　都貴子 新田　星野　奈々


